
 

 

 

 

平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 廿日市市立宮島小・宮島中学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒７３９－０５８８ 

      広島県廿日市市宮島町７７９－２ 

E-mail  miyajima-e-soshiki@hatsukaichi-edu.jp 
    miyajima-j-soshiki@hatsukaichi-edu.jp 

  Website                       

  児童生徒数  男子 ５３名   女子 ５６名  合計 １０９名 

        児童・生徒の年齢 ５歳～１５歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

  国際理解 

  世界遺産 

□ 平和・人権 

 環境 

□ 気候変動  

 生物多様性 

□ エネルギー 

 防災 

 食育 

 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

 
 

                
 

今年度は，昨年度の成果と課題をもとに，ＥＳＤの視点を生かした学びを通して，宮島を誇りに思い，宮島の未

来を創る児童生徒を育成したいと考えた。その際，「『学びの変革』アクション・プラン」の実践も取り入れながら，

児童生徒が主体的に学ぶ授業を構築していった。 

 

 研究主題に迫るため，次の３点に研究視点を置き，取り組んだ。 

（１） ユネスコスクール実践の場としてのＥＳＤの充実 

・ＥＳＤカレンダー作成による，本校での学びを整理し，企画・実践・見直しを通して，次年度へつなげる

ＰＤＣＡサイクル 

・ＥＳＤカレンダーにより学校としての取組の見える化を図り，教職員間だけでなく，生徒・保護者・地域

と取組を共有 

・豊富な地域の資源や人材の活用（たのもさん，宮島踊り・杓子踊り，松明づくりなど） 

・地域の実地調査や世界遺産やラムサール条約登録の地ならではの活動 

（２） 自己有用感の育成による，自分・仲間・学校・地域・世界への愛着の育成 

・互いの良さを認め合う活動（日々の活動で，行事で，ボランティア活動で，地域行事で） 

・学びを通して，宮島再認識（地域愛の深まり） 

・授業や行事での関わり合い，学び合い，高め合いの場の設定（学年内で，異学年で，地域の人と） 

（３） 生活科・総合的な学習の時間や各教科等での思考力・判断力・表現力等の育成 

・各教科授業だけでなく，生活科や総合的な学習の時間においても，授業の終末に児童生徒に「めあて」と

「振り返り」の記述または発言を行わせ，主体的に授業に取り組む態度を育成 

・ディベート・ＩＣＴ等の活用・体験的活動 

 

  



 

 

 

 

 

 

  
小・中９年間を見通し，発達段階に応じた児童生徒理解 

と生徒指導の３機能を踏まえた実践を行っています。 

  
 

 

  
 

 

生徒指導より 



 

  
 

 

 

  
アンケートでは，各年度の学期ごとに肯定評価の割合の 

上昇が見られました。 

 

  
 

 

 

 

 



 

  
自己有用感を高める取組は，年間を通して，行事・教科 

などで計画的に実施しています。 

 

  
 

 

 

  
ハッピーツリーのメッセージでは，教えてくれた上級生 

や，支えてくれた下級生，一緒に活動した仲間へ向けて 

感謝の気持ちが伝えられています。 

 

 



 

  
 

 

 

  
自己有用感についても，肯定的な評価の割合が増えてい 

ます。 

 

  
 

 

 

 

 



 

 

 

 

  
 

 

  
全学年で「ＥＳＤカレンダー」を作成し，ＥＳＤ教育の 

「見える化」を図りました。 

 

  
自分の考えを相手に伝え，そのことが適切に評価される 

ことにより，自己有用感が高まり，更なる学習意欲の向 

上へと繋げていけるよう，支援していきます。 

研究推進より 



  
 

 

 

  
１１月１８日には，京都・奈良・宮島３校合同による  各学年あるいは複数学年合同により，地域色を生かした 

遠隔操作授業（理科）を実施しました。        系統的な指導を行っています。 

 

  
 

 

 

 

 

 



 

  
 

 

 

  
 

 

 

  
 

 

 

 

 



 

  
地域の特色を生かした小学生時代の学びがベースとなり， 

中学生での学びの発展・変革へと繋がっていきます。 

 

  
 

 

 

  
 

 

 

 

 



 

  
                          取組の検証については，児童・生徒アンケートや振り返 

りを実施しています。 

 

  
 

 

 

 
これからも「この地」で学び育つ子どもたちが，自信を 

持って「ふるさと宮島」を語ることができるよう，教育 

活動を進めていきます。 

 



（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

 時間外活動の時間を使用 

 ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


